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1．はじめに

ۙ年，報化施工技術のී及がਐΈ，マシンίント
ロール（ҎԼ，MC という）マシンガイダンス（Ҏ
Լ，M( という），కݻめཧなͲでར用される 3T,�
(N44 技術の׆用面広·ってきた。MC  M( な
Ͳの作業の合ཧ化をࢧԉするでは 3T,�(N44 の
広·るとఆされるが，さらに，施工ޙࠓ用は׆
ཧಜ・ݕ査の面に適用֦大を行うためには高
さ方向のਫ਼度向্・ܭଌの࠶現性向্に期がͤدら
れているとこΖである。

そこで，本研究では 3T,�(N44 の高さ方向のਫ਼度
向্のखஈとして，κーンレーβにより高さのܭଌ
をิするシスςムにͭいて，その高さਫ਼度のվળ効
Ռをূݕした。

2．高さ補完機能の概要

3T,�(N44 のج地局シスςムに設けたκーンレーβ
発ޫث（Ҏ߱，発ޫث）から発ޫされたレーβޫをκー
ンレーβडޫث（Ҏ߱，डޫث）でडޫすることにより，
高さをレーβからࢉܭする，レーβによる高さܭଌਫ਼
度と同等の能力をͭ࣋シスςムである（図─ 1）。

本シスςムは，ैདྷの 3T,�(N44 シスςムでඞ要
な (N44 成さߏ地局にレーβ発ޫ෦を一体にしてج
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れており，(N44 Ҡ動局にレーβडޫثが一体と
なっている。3T,�(N44 でಘられた平面Ґ置報と
レーβܭଌでࢉܭされた高さ報を合体することによ
り，mm ୯Ґの高さਫ਼度を実現するシスςムである。

レーβは，高低幅 10 m（発ޫثのҐ置からʶ 5 m）
のൣғでडޫ可能で，回సレーβのようにレーβ発ޫ
面にडޫثの高さを合Θͤる作業はඞ要ないため，௨
ৗの 3T,�(N44 と同様に広ൣғでの؆қなܭଌが可
能である。

3．精度検証の方法

ਫ਼度ূݕは，施工技術૯合研究所のフィールドを
用いて実施した。

（1）計測フィールドの設置
─ଌϙイントは，図؍と֤（ث発ޫ）ఆ局ݻ 2 に

ࣔすような置とし，؍ଌϙイントは，発ޫثからڑ
 50 m ʙ 300 m 間を 50 m ຖ，高低ࠩは－5 m，0，
ʴ5 m とし，ܭ 18 を設置した。֤؍ଌϙイントの
高さはレϕルを用いてܭଌし，高さਫ਼度のূݕのج४
とする高さとした。ࣸਅは高さิ機能を用いたܭଌ
状گである（写真─ 1）。
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（2）検証データの計測方法
ଌにͭいて，10ܭ֤ Τϙックのܭଌを行いその

平ۉを 1 回のܭଌとする。·た，֤にͭいて 5
回のܭଌを行い，その࠶現性にͭいてূݕを行った。
さらに，レーβとडޫثのҐ置関によるࠩを確認す
るために，ݻఆ局を 90 度ຖに回సさͤてܭଌを行っ
た。

4．計測結果

（1）レベル値との比較
ଌ݅（－5ܭ֤ m，0，ʴ5 m）における֤での

レϕルによるܭଌ݁Ռと高さิ機能付きシスςムで
のܭଌ݁Ռのࠩをڑຖに整ཧした。データは֤に
おける 5 回の平ۉを用いている。

図─ 3 より，ڑがԕ͘なるఔレϕル݁Ռとのࠩ
は大き͘なる向にある。

（2）計測点における再現性
֤におけるデータのバラπキ（5 回ܭଌの平ۉ

と֤ܭଌのֱࠩ）をҎԼにࣔす。図─ 4 のように，

ਤᴷ �　ϨϕϧͱͷฏֱࠩۉʢNʣ ਤᴷ �　ฏۉͱͷֱࠩʢNʣ

ڑଌܭ 200 m Ҏでʶ 3 mm ఔ度，250 m をえる
と，ʶ 7 mm ఔ度となる݁Ռݟられた。

5．まとめ

本実験の݁Ռ，高さิ機能付きの 3T,�(N44 を
用いることで，ݻఆ局から 200 m Ҏ，高さʶ 5 m
Ҏであれ，高さਫ਼度をʶ 5 mm ఔ度に確อできる。

·た，ܭଌのバラπキ高さʶ 5 m Ҏであれ，
ʶ 3 mm ఔ度とখさいことから，ैདྷの 3T,�(N44
でݒ೦されていた，前回ܭଌとのࠩ発ੜが制され
る。

一方で，ࠓ回の実験を౿·えて，ܭଌにおけるཹҙ
いͭ͘か໌した。ޙࠓは，この様なཹҙを౿
·えて，ར用ऀがར用తに応͡て適にシスςムを
ར用できるインタフΣースඞ要となる。
ଌ中にレーβがःஅされた合に௨ৗのܭ・ 3T,�

(N44 によるܭଌに変ߋされるが，Ϣーβがその状
態にؾ付かͣにܭଌをଓけてし·う。

・本実験の݁Ռを౿·え，ڑによりਫ਼度がྼ化する
が，そのことにؾ付かͣܭଌをଓけてし·う。
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6．おわりに

本実験により，高さิ機能付きの 3T,�(N44 を
用いることで，高さܭଌਫ਼度の向্が可能であること
が確認できた。一方で，日ਐ月าでਐΉ技術をͲのよ
うに׆用するかは技術ऀに՝ͤられた࠷大の॓と
なっている。本実験݁Ռが，新たなར׆用面の֦大
にܨがれいである。

謝　辞
に，本実験は㈱トプίンとの共同研究により実ޙ࠷

施したのである。実験にࡍして，研究ϝンバのօ様
の協力をき·したことにँײਃし্͛·す。
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